
日
本
学
生
支
援
機
構

「
平
成
27
年
度
優
秀
学
生
顕
彰
」

　
　
　
２
名
が
奨
励
賞
を
受
賞

SOUTEN No.299

編集・発行／
公益財団法人　鹿屋体育大学
体育・スポーツ振興教育財団
〒891−2393 鹿屋市白水町１番地
鹿屋体育大学内
0994 − 46 − 4827（直）
編集兼発行人 風呂井　敬

蒼天
財
団

月
報

羽
ば
た
け

　
　
大
空
へ

平成２８年２月⑴

　

外
国
人
か
ら
見
た
日
本
の
い

い
所
と
し
て
、列
車
時
刻
の
正

確
さ
と
旅
客
サ
ー
ビ
ス
の
よ
さ

が
よ
く
あ
げ
ら
れ
る
。そ
う
言

え
ば
、東
京
に
出
張
し
た
際
、Ｊ

Ｒ
や
地
下
鉄
の
駅
の
ホ
ー
ム
で

待
っ
て
い
る
と
、頻
繁
に
構
内
ア

ナ
ウ
ン
ス
が
流
れ
、確
実
に
次
々

と
滑
り
込
ん
で
来
る
列
車
を
案

内
し
て
く
れ
る
。し
か
も
し
ゃ

れ
た
メ
ロ
デ
ィ
付
き
で
。人
間
工

学
に
基
づ
い
て
最
も
効
果
の
あ

る
音
階
や
リ
ズ
ム
を
使
っ
て
い

る
の
だ
ろ
う
。も
ち
ろ
ん
、車
内

ア
ナ
ウ
ン
ス
も
あ
り
、時
に
は
、

英
語
な
ど
外
国
語
で
の
ア
ナ
ウ

ン
ス
も
流
れ
た
り
す
る
。本
当

に
親
切
だ
▼
し
か
し
、ホ
ー
ム
が

多
く
、頻
繁
に
列
車
が
行
き
来

す
る
よ
う
な
大
き
な
駅
に
な
る

と
、自
動
ア
ナ
ウ
ン
ス
に
加
え
、

職
員
の
肉
声
が
次
々
と
耳
に
飛

び
込
ん
で
く
る
。耳
栓
な
ど
し

な
い
限
り
回
避
で
き
な
い
。お

そ
ら
く
、客
へ
の
ク
レ
ー
ム
対
応

や
、事
故
責
任
の
回
避
が
根
底

に
あ
る
の
だ
ろ
う
。騒
音
公
害

と
か
こ
こ
で
持
ち
出
す
気
は
な

い
の
だ
が
、や
や
お
節
介
の
気
も

す
る
▼
一
方
、京
都
と
言
え
ば
、

特
に
外
国
人
に
は
た
い
へ
ん
人

気
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
だ
。有
名

な
古
刹
が
数
多
く
あ
り
、そ
こ

に
は
時
間
を
忘
れ
る
静
寂
が
あ

り
、癒
し
の
空
間
を
体
感
で
き

る
。そ
し
て
、静
寂
だ
け
で
な

く
、暗
さ
も
伴
う
。谷
崎
潤
一郎

の
有
名
な
随
筆「
陰
翳
礼
讃
」

で
は
、日
本
家
屋
で
の「
暗
さ
の

美
」を
讃
え
る
。こ
れ
が
書
か

れ
た
の
は
、昭
和
初
期
で
あ
り
、

居
間
の
明
る
さ
は
今
の
５
分
の

１
程
度
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
▼「
静

寂
」と「
陰
影
」。ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
に
少
し
で
も
い
い
か
ら
取

り
入
れ
よ
う
。「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
」に
も
効
果
が
あ
る
の
で
は
。

よ
し
、明
日
、い
や
今
日
か
ら
始

め
よ
う
。　　
　
　

 

（
Ｔ
．Ｈ
）

　

鹿
屋
体
育
大
学
で
は
、
同

大
学
自
転
車
競
技
部
の
橋
本

英
也
さ
ん
（
ス
ポ
ー
ツ
総
合

課
程
４
年
）
及
び
水
泳
部
の

福
留
景
子
さ
ん
（
同
４
年
）

ク
・
レ
ー
ス
選
手
権
で
は
４

冠
を
達
成
す
る
な
ど
国
内
外

で
優
秀
な
成
績
を
収
め
ま
し

た
。
ま
た
、
昨
年
11
月
に
は

全
日
本
自
転
車
競
技
選
手
権

大
会
オ
ム
ニ
ア
ム
の
４
㎞
個

人
パ
ー
シ
ュ
ー
ト
で
、
自
身

が
保
持
し
て
い
た
日
本
記
録

を
３
秒
以
上
更
新
し
、
４
分

26
秒
７
６
３
の
日
本
新
記
録

を
樹
立
し
て
い
ま
す
。

　

福
留
さ
ん
は
２
０
１
５

年
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
競

技
大
会
競
泳
女
子
２
０
０

ｍ
平
泳
ぎ
で
優
勝
し
た
ほ

か
、
２
０
１
３
年
に
は
日
本

学
生
選
手
権
水
泳
競
技
大
会

女
子
平
泳
ぎ
の
１
０
０
ｍ
、

２
０
０
ｍ
両
種
目
で
優
勝
を

果
た
し
て
い
ま
す
。

　

伝
達
式
で
は
、
福
留
さ
ん

と
、
海
外
遠
征
中
の
橋
本
さ

ん
の
代
理
と
し
て
自
転
車
競

技
部
の
黒
川
剛
監
督
に
、
福

永
哲
夫
学
長
が
表
彰
状
を
授

与
し
「
今
回
の
受
賞
は
大
変

名
誉
な
こ
と
。
み
な
さ
ん
の

国
際
的
な
活
躍
は
、
本
学
に

と
っ
て
も
大
き
な
財
産
で

す
」
と
祝
福
の
言
葉
を
か
け

ま
し
た
。

　

橋
本
さ
ん
、
福
留
さ
ん
と

も
４
年
生
。
今
後
も
競
技
を

続
け
る
と
の
こ
と
で
、「
こ

の
賞
を
励
み
に
、
こ
れ
か
ら

も
世
界
の
舞
台
で
活
躍
で
き

る
よ
う
頑
張
り
た
い
」
と
話

し
、
更
な
る
活
躍
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

　

12
月
24
日
、
鹿
屋
体
育

大
学
サ
ッ
カ
ー
部
か
ら
日
本

プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
（
Ｊ

リ
ー
グ
）
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム

へ
の
入
団
が
内
定
し
て
い
る

選
手
の
記
者
会
見
が
、
同
大

学
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
見
を
行
っ
た
の
は
、
来

季
に
Ｊ
１
に
復
帰
す
る
ア

ビ
ス
パ
福
岡
に
入
団
す
る
下

坂
晃
城
さ
ん
（
ス
ポ
ー
ツ
総

合
課
程
４
年
）
、
来
季
か
ら

Ｊ
３
に
参
入
す
る
鹿
児
島

ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
Ｆ
Ｃ
に
入
団

す
る
中
原
優
生
さ
ん
（
同
４

年
）
、
寺
田
匡
史
さ
ん
（
同

４
年
）
の
３
選
手
。

　

サ
ッ
カ
ー
部
の
青
木
竜

監
督
、
ア
ビ
ス
パ
福
岡
チ
ー

ム
統
括
部
ス
カ
ウ
ト
の
林

田
英
俊
氏
、
鹿
児
島
ユ
ナ
イ

テ
ッ
ド
Ｆ
Ｃ
ゼ
ネ
ラ
ル
マ
ネ

ジ
ャ
ー
の
登
尾
顕
徳
氏
も
出

席
し
た
会
見
で
、
３
選
手
は

そ
れ
ぞ
れ
の
抱
負
や
、
チ
ー

ム
メ
イ
ト
・
家
族
な
ど
周
囲

へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
語
り

ま
し
た
。

　

青
木
監
督
は
「
３
人
と

も
、
常
に
自
分
の
身
体
と
向

き
合
い
、
目
標
を
見
据
え
て

努
力
を
続
け
て
き
た
。
互
い

を
意
識
し
合
っ
て
、
太
く
長

く
Ｊ
リ
ー
グ
の
ス
テ
ー
ジ
で

活
躍
し
て
く
れ
る
こ
と
を
後

輩
達
と
見
守
り
た
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

　

鹿
屋
体
育
大
学
で
は
、
競

技
力
向
上
の
た
め
の
種
々
の

取
り
組
み
が
実
を
結
び
、
こ

れ
ま
で
に
今
回
を
含
め
31
名

の
Ｊ
リ
ー
ガ
ー
が
誕
生
し
て

い
ま
す
。

サ
ッ
カ
ー
部
３
選
手 

Ｊ
リ
ー
グ
内
定
記
者
会
見

○下坂晃城選手
　（アビスパ福岡内定）
出身：福岡県　ポジション：ＤＦ
コメント：まずは開幕戦出場を目標に、
地元福岡を盛り上げ、サポーターの皆さ
んから愛される選手になれるようがんば
りたい。

○中原優生選手
　（鹿児島ユナイテッドＦＣ内定）
出身：鹿児島県　ポジション：ＭＦ
コメント：Jの舞台でプレー出来るこ
とを光栄に思う。チームを引っ張って
いける選手になれるように努力してい
きたい。

○寺田匡史選手
　（鹿児島ユナイテッドＦＣ内定）
出身：長崎県　ポジション：ＤＦ
コメント：小さい頃からの夢であった
プロサッカー選手として挑戦させてい
ただけることに感謝している。試合で
活躍して今まで支えてくれた方々へ
恩返しをしたい。

左から青木監督、中原さん、下坂さん、寺田さん、林田氏、登尾氏

帰国後、
表彰状を手にした
橋本さん

が
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生

支
援
機
構
の
平
成
27
年
度
優

秀
学
生
顕
彰
（
ス
ポ
ー
ツ
分

野
）
に
お
い
て
奨
励
賞
を
受

賞
し
た
こ
と
に
伴
い
、
１
月

７
日
に
受
賞
報
告
会
・
表
彰

状
伝
達
式
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

こ
の
事
業
は
、
平
成
17
年

度
か
ら
学
術
、文
化
、芸
術
、

ス
ポ
ー
ツ
活
動
等
の
各
分
野

で
優
れ
た
業
績
を
挙
げ
た
学

生
（
３
年
生
以
上
の
学
部
学

生
）
を
対
象
に
実
施
さ
れ
て

お
り
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
分
野

で
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
両

名
が
受
賞
し
た
も
の
。

　

橋
本
さ
ん
は
、
２
０
１
４

年
に
仁
川
ア
ジ
ア
競
技
大
会

自
転
車
競
技
男
子
オ
ム
ニ
ア

ム
で
優
勝
、
同
年
の
全
日
本

自
転
車
競
技
大
会
ト
ラ
ッ

福留さん（前列右から２番目）を囲んで
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地
方
創
生
の
重

要
性
が
高
ま
る
中

に
あ
っ
て
、
地
方

の
大
学
等
が
地
域

産
業
界
等
の
ニ
ー

ズ
を
踏
ま
え
た
人

材
を
養
成
し
、
地

域
に
定
着
さ
せ
る

取
組
は
急
務
と

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
現
状

を
踏
ま
え
、
文
部

科
学
省
の
「
地

（
知
）
の
拠
点
大

学
に
よ
る
地
方
創

生
推
進
事
業
（
Ｃ

Ｏ
Ｃ
＋
）」
と
し

て
、
鹿
児
島
大
学

を
中
心
と
し
た
鹿

児
島
県
内
の
８
大

学
・
短
大
・
高
専

が
連
携
し
、
地
域

の
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
人
材
育
成
と
、

学
卒
者
の
鹿
児
島

県
定
着
促
進
に
向

け
た
教
育
改
革
を

行
う
事
業
に
鹿
屋

体
育
大
学
も
参
加

す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　

事
業
協
働
機
関

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
活
か
し
た
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
等

の
充
実
や
就
職
支

援
の
充
実
等
あ
ら
ゆ
る
側
面

か
ら
学
卒
者
の
鹿
児
島
県
就

職
を
支
援
し
、
更
に
鹿
児
島

県
、
地
域
産
業
界
、
金
融
機

関
等
と
協
働
し
た
「
オ
ー
ル

鹿
児
島
」
に
よ
り
、
魅
力
あ

る
地
域
の
食
と
観
光
関
連
産

業
等
に
お
け
る
新
規
雇
用
の

創
出
と
雇
用
の
拡
大
を
図
る

事
業
が
今
後
５
年
間
展
開
さ

れ
ま
す
。

　

12
月
14
日
に
は
、
鹿
児
島

大
学
で
事
業
参
加
校
と
鹿
児

島
県
と
の
「
雇
用
創
出
と
若

者
定
着
に
関
す
る
協
定
」
調

印
式
が
行
わ
れ
、
鹿
児
島
県

の
佐
々
木
浩
副
知
事
や
鹿
屋

体
育
大
学
の
中
禮
裕
己
理

事
・
副
学
長
が
出
席
。
事
業

推
進
代
表
者
と
な
る
鹿
児
島

大
学
の
前
田
芳
實
学
長
は

「
地
域
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
人

材
育
成
等
、
あ
ら
ゆ
る
側
面

か
ら
地
元
就
職
率
の
向
上
に

向
け
た
取
り
組
み
を
オ
ー
ル

鹿
児
島
で
取
り
組
み
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
に
よ
り
、
５
年

後
の
鹿
児
島
県
内
学
卒
者
の

県
内
就
職
率
を
平
成
26
年
度

の
54
％
（
鹿
屋
体
育
大
学
の

鹿
児
島
県
内
就
職
率
は
６
・

２
％
）
か
ら
61
・
５
％
へ
と

７
・
５
％
増
加
さ
せ
る
こ
と

を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ

ロ
五
輪
出
場
を
目
指
す
ト
ラ

イ
ア
ス
ロ
ン
女
子
選
手
が
、

鹿
屋
体
育
大
学
等
で
合
同
練

習
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
、
来
学
し
た
の
は
、

女
子
強
化
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

指
定
選
手
の
佐
藤
優
香
さ

ん
を
始
めT

eam
 K

en
s̓

（
チ
ー
ム
ケ
ン
ズ
）
に
所
属

す
る
６
選
手
。
双
方
の
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
を
図
る
目
的
で
同

大
学
の
水
泳
部
や
自
転
車

競
技
部
と
合
同
練
習
が
行

わ
れ
、
学
生
に
と
っ
て
も
高

い
レ
ベ
ル
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

　

12
月
11
日
～
18
日
の
期

間
、
韓
国
体
育
大
学
自
転
車

部
（
指
導
者
３
名
、
選
手
14

名
）
が
鹿
屋
体
育
大
学
で
合

宿
を
行
い
ま
し
た
。

　

韓
国
体
育
大
学
は
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
選
手
を
多
数
輩
出

し
て
い
る
韓
国
の
国
立
大
学

で
、
鹿
屋
体
育
大
学
と
平
成

11
年
に
国
際
交
流
協
定
を
締

「地（知）の拠点大学による地方創生推進事業（ＣＯＣ＋）」に参加

ス
ポ
ー
ツ
合
宿

ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
女
子
選
手
合
宿

韓
国
体
育
大
学
自
転
車
部
合
宿

就職ガイダンス

就職塾

左から前田鹿児島大学長、
佐々木鹿児島県副知事、中禮理事・副学長

　

現
在
の
３
年
次
生
は
、
採

用
選
考
が
８
月
か
ら
６
月
へ

と
前
倒
し
と
な
る
こ
と
に
よ

り
、
就
職
活
動
解
禁
（
３

月
）
か
ら
、
選
考
期
間
ま
で

が
短
く
な
り
ま
す
。

　

鹿
屋
体
育
大
学
の
学
生
は

就
職
活
動
解
禁
と
な
る
時
期

に
大
会
や
教
育
実
習
等
も
あ

り
、
就
職
活
動
が
困
難
と
な

る
状
況
が
予
想
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
就
職
活
動
解
禁
前
と

な
る
準
備
期
間
中
の
早
期
段

階
か
ら
進
路
・
職
業
選
択
を

し
っ
か
り
と
考
え
、
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
練
っ
て
行
動
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
鹿
屋
体
育
大

学
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
室
で

は
、
11
月
24
日
に
第
２
回
就

職
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
開
催
し
ま

し
た
。
こ
の

ガ
イ
ダ
ン
ス

で
は
、
早
い

段
階
か
ら
将

来
に
つ
い
て

具
体
的
に
イ

メ
ー
ジ
さ
せ

る
こ
と
を
目

的
と
し
て
お

り
、
教
員
・

公
務
員
・
企

業
の
各
分
野

で
活
躍
し
て

い
る
同
大
の

Ｏ
Ｂ
、
Ｏ
Ｇ

７
名
を
講
師

に
、
座
談
会

形
式
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

学
生
が
自

ら
先
輩
に
仕

事
や
採
用
活

動
等
に
つ
い

て
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
し
、

情
報
提
供
を

【
第
２
回
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
、第
１
回
就
職
塾
】

就
職
支
援
行
事
の
実
施
に
つ
い
て

受
け
る
こ
と
で
、
職
業
観
、

就
業
観
に
つ
い
て
考
え
る
機

会
と
な
り
、
有
意
義
な
時
間

と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
12
月
19
日
、
20
日

に
は
第
１
回
就
職
塾
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

で
同
大
学
の
元
就
職
相
談
員

で
も
あ
る
斉
藤
淳
郎
氏
を
講

師
に
招
き
、
履
歴
書
添
削
、

自
己
分
析
、
自
己
Ｐ
Ｒ
か
ら

職
業
選
択
へ
と
繋
が
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
展
開
さ
れ
ま
し

た
。
参
加
学
生
か
ら
は
「
自

ら
の
強
み
を
抽
象
的
な
表
現

か
ら
具
体
的
な
表
現
に
変
え

た
り
、
面
接
時
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
も
ら
う
な
ど
、
改
善
策

を
明
確
に
示
し
て
も
ら
え

た
」
「
再
度
開
催
し
て
ほ
し

い
」
と
の
声
が
あ
り
、
第
２

回
就
職
塾
を
２
月
上
旬
に
実

施
す
る
計
画
で
す
。

　

キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
室
で

は
、
今
回
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
な

ど
の
就
職
支
援
行
事
が
、
在

校
生
の
進
路
・
職
業
選
択
へ

の
意
識
づ
け
の
一
助
と
な

り
、
就
職
活
動
へ
の
理
解
が

更
に
深
ま
り
、
こ
れ
か
ら
の

学
生
生
活
の
中
で
キ
ャ
リ
ア

デ
ザ
イ
ン
が
よ
り
具
体
的
に

イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
な
支

援
と
な
る
よ
う
今
後
も
各
種

就
職
支
援
行
事
を
計
画
し
、

学
生
一
人
一
人
とface to 

face

の
面
談
を
心
が
け
て

支
援
体
制
の
強
化
を
図
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

鹿
屋
体
育
大

学
は
、
鹿
屋
市
と

連
携
し
て
プ
ロ
ス

ポ
ー
ツ
選
手
等
の

ス
ポ
ー
ツ
合
宿
、

自
主
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
誘
致
す
る

「
ス
ポ
ー
ツ
合
宿

ま
ち
づ
く
り
推
進

事
業
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

12
月
16
日
に

は
、
埼
玉
西
武
ラ

や
取
組
姿
勢
を
間
近
に
見
る

こ
と
が
で
き
、
よ
い
刺
激
と

な
っ
た
よ
う
で
す
。

　

同
チ
ー
ム
を
率
い
る
飯
島

健
二
郎
氏
（
Ｊ
Ｏ
Ｃ
専
任

コ
ー
チ
・
ロ
ン
ド
ン
五
輪
日

本
代
表
監
督
）
は
、「
鹿
屋

体
育
大
学
は
、
ト
ラ
イ
ア
ス

ロ
ン
３
種
目
（
ス
イ
ム
、
バ

イ
ク
、
ラ
ン
）
の
強
化
を
図

る
上
で
、
練
習
環
境
に
た
い

へ
ん
恵
ま
れ
て
い
る
」
と
話

し
、
女
子
選
手
達
も
充
実
し

た
練
習
が
出
来
た
と
い
う
こ

と
で
、
今
後
の
活
躍
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

結
し
、
留
学
生
の
交
流
等
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

韓
国
式
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

に
鹿
屋
の
学
生
は
戸
惑
っ
て

い
ま
し
た
が
、
一
緒
に
練
習

す
る
こ
と
で
お
互
い
に
い
い

刺
激
と
な
り
、
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
と
交
流
が
図
ら
れ
た
よ
う

で
す
。

イ
オ
ン
ズ
か
ら
今
季
ド
ラ
フ

ト
指
名
さ
れ
た
第
一
工
業
大

学
の
呉
念
庭
選
手
と
國
場
翼

選
手
が
、
１
月
８
日
～
15
日

に
は
、
日
本
選
手
権
女
子
走

り
高
跳
び
で
２
連
覇
中
の
渡

邉
有
希
選
手
や
プ
ロ
ゴ
ル
フ

選
手
５
名
が
、
同
大
学
の
ス

ポ
ー
ツ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
研

究
棟
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
等
で
、

測
定
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行

い
ま
し
た
。
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ミ
ナ
ー
が
有
意
義
で
あ
っ
た

旨
の
意
見
が
多
く
聞
か
れ
ま

し
た
。

　現在、私達ラグビー部は、鹿屋市の社会人ラ
グビーチーム「鹿屋ウォンバッツ」に参加し、
春と秋に行われる県社会人リーグおよび県社会
人７人制大会に出場しております。７人制の試
合では、ここ数年、部活動を引退した学生も参
加しており、各競技で培った身体能力を活かし
活躍しております。さらに、毎年オーストラリ
アのチームとの交流戦を行っており、2016 年
２月は鹿屋で試合が開催されます。鹿屋市にお
住みの皆様、ぜひ本場オーストラリアのラグ
ビーに対して、鹿屋のチームが一心不乱に挑む
姿を見に来てください。また、近年のラグビー
ブームによって、本学ラグビー部においても未
経験者が数名加入し、実際に公式戦でトライを
取るなど活躍しております。これからも、経

験・未経験者問わず、鹿屋体育大学ラグビー部
および鹿屋ウォンバッツは新規参加者を募集し
ております。オリンピックの正式種目に決定し、
2019 年にはW杯（15 人制）、2020 年にはオ
リンピック（７人制）が日本で開催される今、
ラグビーをせずに何のスポーツをしますか？特
に女子ラグビーは競技人口が少なく、代表選手
の多くが、大学以降における他の競技からの転
向者で構成されています。未来の日本代表選
手、オリンピック出場選手をこの鹿屋の地から
輩出できるよう女子ラグビーチームの立ち上げ
を行っております。現在男子に混じって定期的
に練習を行っており、徐々に人数も増えてきて
おります。興味がある方は是非一度見学だけで
もいいのでご参加ください。

ラグビー部

サークル紹介

　

鹿
屋
体
育
大
学
に
お
け
る

研
究
活
動
を
進
め
る
う
え
で

必
要
な
知
的
財
産
権
に
関
す

る
基
礎
的
知
識
を
学
び
、
今

後
の
知
的
財
産
の
創
出
・
保

護
・
活
用
等
に
役
立
て
る
こ

と
を
目
的
と
し
、
12
月
２
日

に
知
的
財
産
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

鹿
児
島
大
学
産
学
官
連
携

推
進
セ
ン
タ
ー
知
的
財
産
部

門
長
の
髙
橋
省
吾
教
授
を
講

師
に
お
迎
え
し
、「
大
学
に

お
け
る
知
的
財
産
︱
研
究
成

果
と
活
用
事
例
︱
」
と
題
し

た
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
知
的
財

産
と
は
何
か
、
特
許
に
な
る

発
明
と
は
何
か
に
つ
い
て
、

知
的
財
産
権
の
効
力
や
役

割
、
特
許
制
度
の
目
的
等
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
あ
わ

せ
て
、
大
学
が
特
許
出
願
す

る
こ
と
の
意
義
に
つ
い
て
、

研
究
成
果
の
具
体
化
に
よ
る

社
会
貢
献
や
特
許
を
活
用
し

た
外
部
資
金
の
獲
得
に
よ
る

研
究
環
境
の
向
上
に
つ
な
が

る
こ
と
等
に
つ
い
て
、
鹿
児

島
大
学
に
お
け
る
知
的
財
産

権
の
活
用
事
例
を
交
え
語
ら

れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
教
職
員
か
ら

は
「
日
常
的
に
行
っ
て
い
る

こ
と
が
発
明
と
な
り
得
る
こ

と
を
理
解
で
き
た
」「
体
育

と
い
う
身
近
な
領
域
の
中
に

も
知
的
財
産
が
存
在
す
る
と

感
じ
た
」「
事
例
紹
介
も
あ

り
、
知
的
財
産
権
に
つ
い
て

イ
メ
ー
ジ
で
き
た
」
等
、
セ

知
的
財
産
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

講師の蒲田氏

い
ん
ぐ
り
っ
し
ゅ
☆
る
ー
む
を
開
催

　

鹿
屋
体
育
大
学
国
際
交
流

セ
ン
タ
ー
で
は
、
10
月
21
日

か
ら
12
月
16
日
ま
で
の
期

間
、
全
８
回
の
日
程
で
「
い

ん
ぐ
り
っ
し
ゅ
☆
る
ー
む
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ
は

英
語
に
興
味
の
あ
る
人
、
英

語
が
好
き
な
人
、
留
学
の
準

備
を
し
た
い
人
な
ど
が
、
こ

れ
ま
で
に
学
ん
だ
英
語
を

使
っ
て
自
由
に
英
会
話
を
楽

し
も
う
と
い
う
も
の
で
、
誰

で
も
参
加
が
で
き
る
活
動
で

す
。
平
成
26
年
か
ら
前
期
、

後
期
の
年
２
回
開
催
し
て
お

り
、
今
回
で
４
回
目
と
な
り

ま
す
。

　

会
場
の
鹿
屋
体
育
大
学

N
IF

S G
A

L
L
E

R
Y

に

は
、
海
外
遠
征
を
予
定
し
て

い
る
学
生
や
語
学
力
を
高
め

た
い
教
職
員
を
始
め
、
市
民

の
方
々
な
ど
大
学
外
か
ら
も

毎
回
多
く
の
方
が
集
い
、
英

会
話
の
レ
ベ
ル
や
興
味
の
合

う
人
と
身
振
り
手
振
り
を
交

え
て
、
自
由
に
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
な
が

ら
、
英
会
話
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

　

参
加
者
に
と
っ
て
こ
の
活

動
は
、
英
語
を
ア
ウ
ト
プ
ッ

ト
す
る
場
と
し
て
だ
け
で
な

く
、
交
流
の
輪
を
広
げ
る
絶

好
の
機
会
と
な
っ
た
よ
う
で

す
。

平
成
27
年
度

 

ア
ス
レ
テ
ィ
ッ
ク
ト
レ
ー
ナ
ー

に
関
す
る
講
習
会
を
開
催

　

本
格
的
な
入
試
シ
ー
ズ
ン

の
幕
開
け
と
な
る
大
学
入
試

セ
ン
タ
ー
試
験
が
１
月
16
日

と
17
日
の
２
日
間
、
全
国

６
９
３
の
会
場
で
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
今
年
の
志
願
者
数

は
昨
年
よ
り
４
６
３
６
人
多

い
56
万
３
７
６
８
人
で
、
内

訳
は
、
高
等
学
校
等
卒
業

見
込
者
が
46
万
２
３
３
５

人
（
82
％
）、
既
卒
者
は

９
万
６
４
５
４
人
（
17
・

１
％
）、
そ
の
他
、
高
等
学

校
卒
業
程
度
認
定
試
験
合
格

者
や
高
等
専
門
学
校
第
３
学

年
修
了
者
な
ど
が
４
９
７
９

人（
０
・９
％
）で
す
。
ま
た
、

セ
ン
タ
ー
試
験
を
利
用
す
る

大
学
と
短
期
大
学
は
、
過
去

最
多
の
８
５
０
校
と
な
り
ま

し
た
。

　

１
日
目
は
、
地
理
歴
史
、

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
を
実
施

公
民
、
国
語
、
外
国
語
、
英

語
の
リ
ス
ニ
ン
グ
、
２
日
目

は
理
科
と
数
学
の
試
験
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

５
０
０
人
近
く
が
受
験
し

た
鹿
屋
体
育
大
学
で
は
、
朝

早
く
か
ら
受
験
生
が
次
々
と

会
場
に
到
着
し
、
担
任
教
員

の
声
援
を
受
け
な
が
ら
、
緊

張
し
た
様
子
で
試
験
室
へ
と

入
っ
て
い
き
ま
し
た
。
冷
え

込
み
が
心
配
さ
れ
ま
し
た

が
、
１
日
目
は
青
空
の
広
が

る
暖
か
い
１
日
で
、
休
み
時

間
に
は
外
の
芝
生
に
座
り
参

考
書
を
広
げ
る
受
験
生
の
姿

も
見
ら
れ
ま
し
た
。
２
日
目

は
一
転
し
て
雨
模
様
と
な
り

ま
し
た
が
、
ト
ラ
ブ
ル
等
も

な
く
試
験
は
無
事
終
了
し
ま

し
た
。

　

国
公
立
大
学
の
２
次
試
験

結
し
、
留
学
生
の
交
流
等
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

韓
国
式
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

に
鹿
屋
の
学
生
は
戸
惑
っ
て

い
ま
し
た
が
、
一
緒
に
練
習

す
る
こ
と
で
お
互
い
に
い
い

刺
激
と
な
り
、
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
と
交
流
が
図
ら
れ
た
よ
う

で
す
。

た
め
の
リ
ハ
ビ
リ
や
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
の
方
法
に
つ
い
て
の

講
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
講
習
会
に
は
、学
生・

教
職
員
併
せ
て
約
80
名
が
参

加
し
、
終
了
後
は
学
生
か
ら

の
質
問
が
次
か
ら
次
に
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
参
加
者
へ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
、「
た
い

へ
ん
た
め
に
な
っ
た
」
と
の

感
想
が
多
く
、
短
い
時
間
で

は
あ
っ
た
も
の
の
、
特
に
ト

レ
ー
ナ
ー
を
目
指
す
学
生
に

　

鹿
屋
体
育
大
学
で
は
、
平

成
27
年
度
ア
ス
レ
テ
ィ
ッ
ク

ト
レ
ー
ナ
ー
に
関
す
る
講
習

会
を
、
12
月
21
日
に
大
学
院

棟
３
階
大
講
義
室
に
お
い
て

開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
講
習
会
は
、
学
生
の

競
技
力
向
上
と
競
技
活
動
を

支
援
す
る
ア
ス
レ
テ
ィ
ッ
ク

ト
レ
ー
ナ
ー
の
資
質
向
上
を

目
的
と
し
て
毎
年
開
催
し
て

い
る
も
の
で
、
今
回
は
、
講

師
に
蒲
田
和
芳
氏
（
常
翔
学

園
広
島
国
際
大
学
総
合
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部
教

授
）
を
招
き
、「
骨
盤
／
胸

郭
ア
ラ
イ
メ
ン
ト
と
体
幹
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
」を
テ
ー
マ
に
、

実
技
を
交
え
1
時
間
30
分
に

わ
た
り
、
怪
我
か
ら
復
帰
の

と
っ
て
は
非
常
に
有
意
義
な

講
習
会
と
な
り
ま
し
た
。

と
な
る
一
般
入
試
の
出
願
受

付
も
始
ま
り
ま
し
た
。
鹿
屋

体
育
大
学
で
は
前
期
日
程
と

な
る
２
月
25
日
、
26
日
の
２

日
間
の
日
程
で
試
験
が
行
わ

れ
ま
す
。
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本紙各面の広告欄の御利用をお待ち
しております。
申し込みは、
電話 ０９９４－４６－4８２７

（公財）鹿屋体育大学体育・スポーツ
振興教育財団事務局まで、ご連絡願
います。

広告欄の御利用について 第７回大学説明会 in
東京サテライトキャンパス開催！

日時 平成 28 年 3 月 19 日（土）
13:30 ～ 16:30

場所 筑波大学東京キャンパス文京校舎
337 会議室（東京都文京区大塚 3-29-1）

申込締切 平成 28 年 3 月 16 日（水）
詳しくは本学 Web サイトをご覧ください。

http://www.nifs-k.ac.jp/
お問合わせ先

国立大学法人 鹿屋体育大学 教務課 入試係
TEL：0994-46-4869
FAX：0994-46-2515

E-mail：nyushi@nifs-k.ac.jp

卒業式・修了式　
　日　時：平成 28 年 3 月 24 日（木）10 時 30 分～ 12 時 00 分
　会　場：鹿屋体育大学水野講堂
卒業生等懇談会
　日　時：平成 28 年 3 月 24 日（木）12 時 20 分～ 13 時 10 分
　会　場：大学会館学生食堂（鹿屋体育大学内）
　主　催：国立大学法人鹿屋体育大学
　　　　　（公財）鹿屋体育大学体育・スポーツ振興教育財団

平成27年度 卒業式・修了式のご案内

た
、
そ
の
解
析
デ
ー
タ
と

バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
フ
ォ
ー
ム
の

連
続
写
真
は
、
閉
講
式
で
全

員
に
渡
さ
れ
、
参
加
者
に

と
っ
て
は
ス
イ
ン
グ
を
数
値

化
す
る
こ
と
で
、
客
観
的
に

自
分
の
ス
イ
ン
グ
を
知
る
こ

と
が
で
き
る
、
貴
重
な
経
験

と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　

最
後
に
行
わ
れ
た
の
は
、

野
球
教
室
恒
例
と
な
っ
て
い

る
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
ク
ラ

シ
ッ
ク
。
７
ｍ
の
距
離
を
と 

　

本
財
団
の
賛
助
会
員
制
度

は
、
平
成
元
年
四
月
に
発
足

し
ま
し
た
。
年
会
費
（
寄
付

金
）は
一
口　

企
業
三
万
円
、

個
人
一
万
円
か
ら
で
す
。

　

本
財
団
は
、
公
益
財
団
法

人
と
し
て
認
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
本
財
団
に
対
す
る
年
会

費
（
寄
付
金
）
に
つ
き
ま
し

て
は
税
法
上
の
優
遇
措
置
が

あ
り
、
二
千
円
を
超
え
る
ご

寄
付
に
つ
き
ま
し
て
は
、
そ

の
超
え
る
額
に
つ
い
て
所
得

税
の
寄
付
金
控
除
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

※
年
会
費
は
、
振
り
込
み
も

し
く
は
現
金
で
受
け
付
け
て

お
り
ま
す
。

　

振
り
込
み
の
場
合
は
、
次

の
金
融
機
関
へ
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

・ 

鹿
児
島
銀
行
鹿
屋
支
店

　
　
（
普
）
九
三
二
〇
六
七

・ 

鹿
児
島
興
業
信
用
組
合

　

古
江
支
店

　
　
（
普
）
三
五
八
二
一
一

・ 

鹿
児
島
相
互
信
用
金
庫

　

西
原
支
店

　
　
（
普
）
〇
〇
四
三
八
〇

∧
口
座
名
義
∨

公
益
財
団
法
人　

鹿
屋
体
育

大
学
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興

教
育
財
団

　
　

理
事
長　

風
呂
井
敬

　

本
財
団
の
活
動
の
趣
旨
を

ご
理
解
い
た
だ
き
、
関
係
各

位
の
格
別
な
る
御
高
配
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

事
務
局
か
ら

闘いのスケジュール  ３月
２日・2016年UCIトラック世界選手権大会
　　（～6　イギリス／ロンドン）
３日・2016年九州学生新進テニストーナメント
　　（～13　福岡/春日公園テニスコート他）
４日・�2015年度全日本学生ボードセー

リング選手権大学対抗戦
　　（～6　和歌山/和歌山セーリングセンター）
13日・�第10回明治神宮外苑学生自転車クリ

テリウム大会
　　　（東京/明治神宮外苑）

　
賛
助
会
費
は
、　

奨
学
金
、
国

際
交
流
、
学
内
研
修
等
に
利
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

 

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す

《
一
　
般
》

カ
イ
コ
ー
㈱

様（
三
万
円
）

　

鹿
屋
体
育
大
学
硬
式
野
球

部
は
、
大
隅
地
区
の
野
球
界

の
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
定
期
的
に
野
球
教

室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

12
月
13
日
は
、
初
め
て
の

開
催
と
な
る
小
学
生
対
象
の

学
童
野
球
教
室
が
、
12
月
19

日
、
20
日
に
は
、
中
学
生
を

対
象
と
し
た
第
４
回
少
年
野

球
教
室
が
同
大
野
球
場
と
ス

ポ
ー
ツ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
研

究
棟
で
行
わ
れ
、
大
隅
地
区

の
７
つ
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
、
16
校
の
中
学
校
野
球
部

の
児
童
・
生
徒
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

兼
ね
た
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ

プ
を
行
い
体
も
心
も
温
め

た
後
、
内
野
手
、
外
野
手
、

バ
ッ
テ
リ
ー
に
分
か
れ
て
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
キ
ャ
ッ
チ

ボ
ー
ル
・
バ
ッ
ト
ス
イ
ン
グ

解
析
、
守
備
の
講
座
が
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
メ
ニ
ュ
ー
は
、
全
て
大

学
生
１
人
と
参
加
者
３
名
前

後
で
構
成
さ
れ
る
小
グ
ル
ー

プ
制
で
行
わ
れ
、
言
葉
の

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
も
盛
ん

で
、
近
い
距
離
感
で
の
指
導

と
な
り
ま
し
た
。

　

バ
ッ
ト
ス
イ
ン
グ
解
析
は

ス
ポ
ー
ツ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

研
究
棟
で
行
わ
れ
、
ス
イ
ン

グ
軌
道
や
ス
イ
ン
グ
時
間
・

ヘ
ッ
ド
ス
ピ
ー
ド
等
を
計
測

で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
用
い

て
、
一
人
一
人
の
バ
ッ
テ
ィ

ン
グ
を
計
測
し
ま
し
た
。
ま

硬
式
野
球
部
が
野
球
教
室
を
開
催

学内行事  ３月
９日	・大学院修士課程第２次募集入試
11日	・春期休業（～31日）
19日	・�大学説明会
　　　（東京サテライトキャンパス）
24日	・卒業証書・学位記授与式

　

新
規
採
用
職
員
と
し
て
平

成
27
年
12
月
１
日
付
け
で
、

鹿
屋
体
育
大
学
に
採
用
に
な

り
ま
し
た
若
松
勇
希
と
申
し

ま
す
。

　

出
身
は
鹿
児
島
市
生
ま
れ

で
す
が
、
両
親
が
南
大
隅
町

出
身
と
い
う
こ
と
で
引
越
後

　

平
成
27
年
12
月
１
日
付
け

で
新
規
採
用
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
、
古
藤
義
平
で

す
。
出
身
は
鹿
屋
市
で
、
小

さ
な
頃
か
ら
身
近
な
存
在
で

施設課設備係
若松　勇希

◆�

は
じ
め
ま
し
て

学
術
図
書
情
報
課

　
産
学
連
携
・
知
的
財
産
係

古
藤
　
義
平

◆�

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

も
鹿
屋
の
地
に
自
然
と
馴
染

ん
で
い
ま
す
。
更
に
ド
ラ
イ

ブ
や
学
生
時
代
か
ら
続
け
て

い
る
ジ
ョ
ギ
ン
グ
等
を
通
し

て
、
地
域
や
大
学
の
特
色
を

学
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

配
属
先
は
、
施
設
課
設
備

係
で
す
。
こ
れ
ま
で
設
備
の

設
計
や
保
全
と
い
う
業
務
が

未
経
験
の
為
日
々
勉
強
の
毎

日
で
す
が
、
コ
ツ
コ
ツ
と
技

術
力
を
身
に
つ
け
、
皆
様
が

勉
強
や
ス
ポ
ー
ツ
に
励
む
環

境
づ
く
り
の
お
手
伝
い
が
で

あ
っ
た
鹿
屋
体
育
大
学
で
働

く
こ
と
が
で
き
て
、
と
て
も

嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

配
属
先
は
学
術
図
書
情
報

課
産
学
連
携
・
知
的
財
産
係

で
す
。
知
的
財
産
と
い
う
分

野
に
触
れ
た
こ
と
が
な
か
っ

た
た
め
、
学
ぶ
こ
と
が
多
く

あ
り
、
忙
し
さ
の
中
に
も
新

鮮
さ
を
感
じ
な
が
ら
毎
日
の

業
務
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
業
務
の
中
で
皆
様

に
ご
迷
惑
を
お
掛
け
す
る
事

も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
大

学
の
発
展
の
た
め
に
日
々
努

力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

き
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
指

導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

っ
て
１
チ
ー
ム
二
手
に
分
か

れ
、
２
分
間
で
何
回
キ
ャ
ッ

チ
ボ
ー
ル
出
来
る
か
競
う
も

の
で
、
参
加
者
は
大
学
生
に

コ
ツ
を
教
え
て
も
ら
い
な
が

ら
、
声
を
出
し
合
い
真
剣
に

取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

こ
の
教
室
は
、
子
ど
も
達

の
技
術
力
向
上
だ
け
で
な

く
、
将
来
指
導
者
を
目
指
す

大
学
生
に
と
っ
て
も
、
貴
重

な
学
び
の
場
と
な
っ
て
い
ま

す
。

笑顔でウォーミングアップ

バットスイング解析

守備講座

【陸上競技】
◆第15回九州学生女子駅伝対校選手権大会
　（12/5　長崎県/島原市）
　　２位

【女子バレーボール】
◆�第62回秩父宮妃賜杯全日本バレーボール大学女子選手権大会
　（11/30～12/5　愛知県/稲永スポーツセンター他）
　　ベスト８

【女子バスケットボール】
◆第51回三地区大学バスケットボール選手権大会
　（12/5～12/7　愛媛県/県総合運動公園体育館他）
　　ベスト４

【柔道】
◆グランドスラム東京2015
　（12/4～12/6　東京都/東京武道館）
▽男子
　66kg級	 ５位	 竪山　将

【剣道】
◆第65回九州地区大学体育大会
　（12/12　福岡県/グローバルアリーナ）
▽男子	
　団体		 ２位

【自転車競技】
◆�2015年度全日本学生トラックレースシリーズ
第6戦

　（12/5　静岡県/伊豆ベロドローム）
▽男子
　２００ｍフライングタイムトライアル
			   １位　野上　竜太		
▽女子
　２００ｍフライングタイムトライアル
			   １位　高田　奈生		
　５００ｍタイムトライアル
			   ３位　西島　叶子
			   ４位　西森　彩良々		
　ポイントレース
			   ３位	　西島　叶子
　３ｋｍインディヴィデュアル・パーシュート
			   １位　中井　彩子		
　チームスプリント
			   １位　高田　奈生・西島　叶子

闘いの記録
12月


